
I―
-24 夕面 上江叶

この上圧計1まれ幌開発生教抒者ム堰堤の上中の

たヵ を実贄け る ために作 り、昭和 34年 9月 に日

下建造中の嬉堤内に据付けt完 了した。

上風計の形月太は卑真-1に 示すように /4面 体

で、そのうち二に平行 でrd―い7つ の面に受II部か`

取付けられてヽヽるから7面 上風計 とt麻 す。受圧

都へのた力集中と減少二せるために、受圧拝 はフ

レームの頂点に町卜隆のある文持全具によつて緊鮎

これてしヽる。

各受圧吉卜は直径 120 mn、 厚主45“にの円板で

、受圧板の直径は50 mrLで土Eは 臓歪で計謂1する

。補償用の磁歪管は個々の受二年の内部に包萩 こ

れて、ヽる。僅かな土F変 イヒに応答するためと、受

圧林へのた力集中を考慮 して上圧計に作用する水

ユ|ま技嶽負クにオTち消して,水 こt隣いヽ た上Eだ け

を計脚|するようにrd―って、、る。 受 圧拝並びに支持

盗具1古ステンレスの銅 で作られ、 フ レームは軟銅

で作られ、 ビニーノレ塗料とた してある。

14面 体の形状は.正 ι邑体の綾線と等角をな

す面によって、工6血体の各頂点を切 り落 した1多

1人である。上中の二
点に作用するた力成′的′

碓′衡′ ち=′ 乙χは二の土風計の7つ

の面に作用するfL Eの垂直介力確′的′磁′
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